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 皆様、今年度より湘南西部障害保健福祉圏域相談支援ネットワーク形成等事業を担当させていた

だきます「みなせ相談支援センター」の岡西と申します。これまで地域の皆様とともに積み上げて

きた様々な取り組みを途絶えさせることにないように努めて参ります。 

不慣れな点も多くありますが、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

かながわ湘南西障福ナビだより 

 

2025年6月30日発行 第137号 

 

 
湘南西部障害保健福祉圏域相談支援ネットワーク形成等事業 

事業担当者の変更について 

 令和７年５月より、「みなせ相談支援センター（旧：丹沢自律生活センター総合相談室）」に名称

を変更しました。また、事業所も移転しています（所在地等は上記発行元をご参照ください）。 

近くにお越しの際はぜひお立ち寄りください。 

事業所名称等の変更について 

地域課題の整理、軽減及び解消に向けた取り組みとその流れ 

神奈川県では協議会の三層構造（市町村・圏域・県）の仕組みを具体的に展開できるように下

記の図（フロー）の取り組みが検討されています。地域の協議会で課題を検討し、より広域的な

検討が必要な場合、圏域協議会に課題を報告した後、「圏ナビ連絡会議」及び「運営会議」を通

じて整理及び全県的な取組の目標設定を行う流れになります。重要な点はその後の具体的な取組

であり、内容を決定・実施すること、その振り返りにより再評価を行うというサイクルで進めて

行くことを検討しています。地域や圏域の会議においても共有させていただきながら、当圏域に

おいても推進できるよう努めます。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【あとがき】今年度より「ナビだより」は四半期に１回発行させていただき、圏域事業等の取り組

みを共有させていただきます。ご意見や感想などメールにて頂戴できれば幸いです。 

よろしくお願い致します。 

神奈川県障害者自立支援協議会の新たな挑戦 ～前号の続編～ 

 前項の「地域課題の整理、軽減及び解消に向けた取り組みとその流れ」の実践として、１歩ずつ

ですが、地域の方々と以下の２点の共通課題について共有を開始しました。前号でもご報告してい

ますが、地域と圏域、県の強み、ストレングス視点を基礎として検討を進めていきます。 

≪神奈川県障害者自立支援協議会が掲げる共通課題への湘南西部の取組状況≫ 

①「グループホームの支援体制確保に関する課題」 

・ 湘南西部圏域グループホーム連絡会と連携し、市町行政及び地域のグループホーム連絡会

と支援の質の向上に向けた各種活動等について共有、検討しています。引き続き、相互に

連携しながら人材育成や支援体制の強化に向けて取り組みます。 

②「セルフプラン率の削減に向けた課題」 

・ 市町行政や基幹相談支援センター等に課題に係るヒアリングにご協力いただき、相談支援

体制や計画相談支援の推進と課題、相談支援専門員の人材養成と育成等について整理をし

ています。地域の実情等も踏まえ、好事例や参考になる活動を共有しながら取り組んでい

きます。 

 
令和７年度第１回湘南西部圏域相談支援ネットワーク会議（開催報告） 

 ６月 25 日（水）に大磯町横溝千鶴子記念障害福祉セン

ターすばるに於いて市町行政、基幹相談支援センター、委

託相談支援事業所の 13 機関（計 18 名）にご出席をいた

だき開催しました。 

主な内容として、先ず「神奈川県相談支援従事者人材育

成ビジョン（R7.3 月改訂）」に基づき、相談支援体制や人

材育成を行う上でのポイントを確認しました。次に圏域共

通課題（セルフプラン率削減）の共有と現状、相談支援体 

制についてヒアリング資料等を参考に意見交換を行いました。「消極的なセルフプラン（相談支援

専門員に繋がらずにセルフになっている方）」を削減させていく為の取り組みは、地域ごとに行政

や基幹相談支援センター等にて検討されており実践されています。しかし、利用するサービスや相

談支援事業及び人材不足等によってセルフプランの方もいることから各々の取り組みを共有しまし

た。また「積極的なセルフプラン」として、ご本人が希望する暮らしや社会生活を実現できるよう

自らプランニングするセルフケアマネジントの考え方も共有したところです。会議では「相談支援

が必要な人が計画相談の仕組みを活用し、自分らしい暮らしを実現していくこと、その為に相談支

援を届けられる体制を作ること（＝セルフプラン率を下げることに繋がる）」という目的について

も改めて確認をしています。最後に相談支援従事者の初任者及び現任研修のインターバル実習の対

応について確認、共有しました。 

 圏域としても地域の相談支援に係る部会や連絡会等に参画させていただきながら、課題の軽減、

解消に向けて取り組んでいきます。 


